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を
市
ぞ
は
こ
の
た

ヲ

び

市

民

皆

さ

ん

白
方
に
直
接
関
係

岳
、
ー
ー
の
あ
る
い
ろ
い

部

地

デ

」

r-
こ

ろ

の

台

帳

整

備

上

申

六

デ

」

は
K

J

J

V

を
行
な
い
各
課

バ

査

の

窓

口

を

で

き

例

年

の

と

す

市

県

民

税

の

十

分

な

説

明

な
ど
が
で
き
か
ね

民

調

る

だ

け

一

と

こ

申

告
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
る
こ
と
も
心
配
さ
れ
ま
す
の
で

住

ろ

に

あ

つ

め

る

本

年

か

ら

は

給

与

の

ほ

か

に

所

'で
き
る
だ
け
早
く
申
告
さ
れ
る

計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
得
の
-
泣
い
人
(
給
与
の
み
の
所
ょ
う
治
願
い
し
ま
す
。
ム
諏
訪
町
神
田
万
次
郎
五
百
千
九
百
四
十
五
円
ム
大
村
中
学

は
戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
、
得
者
〉
は
申
告
し
な
く
て
も
よ
ま
た
所
得
税
・
個
人
事
業
税
円
ム
諏
訪
町
井
上
時
男
ナ

ν
生
徒
会
み
か
ん
三
十
五
キ
ロ

配
給
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
申
告
に
関
係
の
あ
る
方
は
指
八
、
五
キ
ロ
ム
竹
松
九
電
社
宅
キ
ャ
ラ
メ
ル
五
十
二
箱
ム
札
町

年
金
福
祉
年
金
、
塵
芥
、
市
税
書
と
申
告
に
つ
い
て
む
説
明
書
定
さ
れ
た
日
時
、
場
所
に
必
十
石
井
景
子
五
百
円
ム
萱
瀬
石
高
松
玄
治
み
か
ん
十
キ
ロ

な
ど
の
台
帳
が
課
別
に
わ
か
れ
を
町
務
連
絡
員
の
方
に
配
付
を
沿
い
で
い
た
だ
き
申
告
を
済
ま
橋
某
菓
子
七
百
グ
ラ
ム
ア
シ
モ
チ
五
キ
ロ
ム
諏
訪
町
下
玉
利

て
お

b
、
多
少
一

致
し

友

い

こ

治

願

い

し

て

あ

り

ま

す

の

で

申

せ

て

く

だ

さ

い

。

マ

慰

問

A
本
経
寺
川
ノ
ン
ゴ
四
正
治
み
か
ん
十
ご
キ
ロ
ム
福

と

が

あ

り

ま

す

の

で

、

諸

台

帳

告

に

つ

い

て

の

説

明

書

を

よ

〈

十

個

香

砂

口

四

十

個

ム

中

央

小

重

地

区

婦

人

会

モ

チ

六

十

五

を

整

備

し

、

市

民

皆

さ

ん

方

の

読

ん

で

誤

り

の

在

い

申

告

を

し

学

校

山

口

ヨ

シ

ゴ

先

生

ほ

か

キ

ロ

米

二

十

五

キ

ロ

ム

諏

訪

立
場
に
た
っ
て
、
そ
の
事
務
を

て

〈

だ

さ

い

。

申

告

期

限

は

三

二

十

名

チ
リ
紙
一
〆
、
石
け
町
井
上
時
男
バ
ナ
ナ
=
、
五

幻

口

ド

は

は

守

る

け

に

行

ト

引

い

い

日

い

む

ん

二

個

、

菓

子

一

、

六

キ

ロ

ム

計

ム

月

司

戸

一

一

片

付

竹
松
横
田
某
古
本
三
十
冊
ム
本
ル
二
十
五
本
石
け
ん
一
一
個

そ

の

た

め

、

つ

ぎ

の

要

領

で

と

受

付

が

混

み

合

い

窓

口

で

の

小

路

岩

永

サ

イ

電
気
ア
ジ
マ
機
チ

P
紙
一
〆
雑
誌
二
十
冊

実

態

調

査

を

行

な

い

ま

す

。

ム

三

城

婦

人

会
樟
十
一
枚
前
古
着
六
十
五
枚
A
某

婦

人

菓

①

調

査

対

象

住

民

登

録

法

掛

十

八

枚

ま

る

ぽ

1
ろ
一
、
子
一
キ
ロ
清
酒
二
本
ム
松
原

の

適

用

を

う

け

る

市

内

全

五

キ

ロ

ム

本

町

徳

田

正

男

み

婦

人

会

菓
子
三
十
袋
ム
松
原

世
帯

v

か
ん
二
十
キ
ロ
ム
杭
出
津
住
宅
老
人
一
会
七
山
ト
シ
チ
リ
紙
一
一
一

調

査

現

在

日

昭

和

三

十

十

束

ム

松

原

老

人

会

中

嶋

某

生

九

年

三

月

一

日

小

田

ハ

ノ

タ

オ

ル

半

グ

l
ス
菓
子
一
箱
ム
諏
訪
布
教
所
モ

調

査

の

期

間

三

月

上

句

チ

リ

紙

五

〆

ム

県

知

事

佐

藤

勝

チ

三

キ

ロ

ム

本

経

寺

モ

チ

七

友
お
、
こ
の
調
査
の
た
め

也
魔
法
び
ん
ご
十
七
個
ム
竹
松
十
キ
ロ
ム
水
田
町
子
供
会
毛

担

当

員

が

家

庭

忙

う

か

が

部

隊

ク

リ

ス

マ

ス

ケ

ー

キ

一

チ

十

四

キ

ロ

ム

三

浦

婦

人

会

い

ま

す

の

で

ご

協

力

を

お

個

ム

三

浦

中

学

み

か

ん

九

キ

千

円

生

菓

子

二

キ

ロ

η
ノン

願

い

し

ま

す

。

ロ

ム

福

重

日

曜

学

校

三

十

五

名

ゴ

二

キ

ロ

A
某
婦
人
鶏
卵
十
個

ヨd
r 

② ③ 

‘「

O 

ハ
こ
こ
を
と
じ
て
く
だ
さ
い
)

。

市
県
民
税
の
申
告
時
期
で
す

一
月
二
十
一
日
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

給
与
の
み
の
所
得
者
は
申
告
は
い
り
ま
せ
ん

j春の全国火災予防運動 j

j春の全国火災予防運動が

~ 2月29日:から3月13日まで
:行なわれます。

;この期間中に、消防団では:

j防火査察や水利の調査を行 i
j左うことにしています。

i主主語、つぎのとおbサイレ j

yを吹鳴します。

: 3月7日-13日までの毎日
i午後8時に1分間。

: 3月7日には朝8時にも吹鳴

iします。

‘v 
d 

一…・ー-B 

流
質
物
を
公
売

し治流す
て持 質。
くち 期
だの限
さ方が
いはず
。急ぎ

いた
で入
質質
受物
けを

公
益
質
屋
で
は
三
月
十
八
日

流
質
物
の
公
売
会
を
行
な
い
ま



務
を
分
担
執
行
し
て
治
h
p
主
な
も
の
は
市
税
、
国
民
健
康
保
険
料

る
事
務
の
取
扱
状
況
は
表
2
の
税
、
各
種
手
数
料
で
、
支
払
額

本
監
査
に
お
い
て
は
物
品
、
現
と
お
り
と
在
っ
て
い
る
。
の
主
な
も
の
は
市
税
及
び
国
民

金

及

び

施

設

等

の

取

扱

い

、

管

健

康

保

険

税

の

ほ

う

償
金
(
松

理
状
況
に
つ
い
て
監
査
を
執
行

凶

現

金

取

扱

原
出
張
所
除
く
)
及
び
国
民
年

し

た

も

の

で

あ

り

、

そ

の

事

務

金

ほ

ろ

償

金

等

で

あ

る

。

事
務
に
つ
い
て

処
理
に
つ
い
て
は
、
治
お
む
ね

l

良
好
と
認
め
ら
れ
た
が
、
在
最

日

細

部
に
つ
い
て
は
検
討
す
べ
き
昭
和
三
十
八
年
十
一
月
末
現

在

同

物

品

管

理

に

つ

い

て

伺

月
点
も
あ
る
の
で
、
関
係
当
局
忙
に
お
け
る
昭
和
三
十
八
年
度
現

ゴ
サ
沿
い
て
は
不
断
の
努
力
を
期
待
金
取
扱
朕
況
に
つ
い
て
、

各
出

物

品

の

管
理
に
つ
い
て
は
、

扮

す

る

も

の

で

あ

る

。

張

所

別

に

示

せ

ば

、

表

2
の
と
治
お
む
ね
良
好
在
処
理
が
左
さ

凋

出

張

所

の

人

買
配
置
状
況
は
表
お
り
と
な
っ
て
い
る
。
れ
て
い
た
が
、
次
の
諸
点
に
検

E
.
1
の
と
告
-P
で
、
そ
れ
ぞ
れ
事
在
ゐ
収
納
額
の
う
ち
、
主
な
る

討
の
要
が
認
め
ら
れ
る
。

( 2 ) 

睡E韮畠臨曜論君臨調
醒型画冨瞳解明器岳噴圏
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(1) 

概

況

大村市監査公表第3号

地方自治法矛199条矛 3項の規
定による定期監査を執行したので、

その結果を次のとおり公表するo

安彦

恵吉

02月 9日)

瀬出張所 02月 7日)

昭和39年2月18日

/1 

田

島

林

三

定期監査

/1 

大村市監査委員

同

F〆浦

回

査

鈴

監査の対象

監査の種類

及び時期

(12月10目)

(12月11日)

/1 

〆/

/1 

〆/

〆/

/1 

重

原

松

西大村

福

松

竹

監査の結果

消
耗
品
に
つ
い
て
使
用
中

の
も
の
を
受
払
薄
の
備
考

欄
に
使
用
中
と
注
記
し
、

払
出
の
記
帳
が
・
注
さ
れ
て

い
左
い
も
の
が
あ
っ
た
が

消
耗
品
は
払
出
し
た
時
を

も
っ
て
消
耗
と
み
な
し
処

理
す
る
の
が
適
当
で
あ
る

消
耗
品
に
つ
い
て
、
そ
の

受
払
単
位
が
出
張
所
に
よ

っ
て
ま
ち
ま
ち
の
も
の
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
の
取
扱

い
に
つ
い
て
は
文
書
指
示

に
よ

b
統
一
の
徹
底
を
図

る
こ
と
。

(J~ 

電
話
機
に
つ
い
て
、
こ
れ

を
備
品
と
し
て
、
備
品
台

帳
に
登
録
し
た
も
の
が
あ

っ
た
が
電
話
に
つ
い
て
は

財
産
及
び
営
造
物
条
例
に

よ
り
財
産
(
電
話
加
入
権
)

と
し
て
管
理
さ
れ
て
い
る

の
で
善
処
す
る
こ
と
。

究

出張所別
三浦 鈴田 西大村 竹松 萱瀬 福重 松原 計

職別

所 長

事務吏員

雇 員

計 17 

状置配員人(表1) 

判

不
用
品
又
は
き
損
の
た
め

に
使
用
に
堪
え
在
い
物
品

は
、
物
品
返
納
書
に
よ

D

現
品
を
収
入
役
又
は
関
係

物
品
出
納
員
に
返
納
す
る

よ
う
に
在
っ
て
い
る
が
、

当
該
物
品
が
そ
の
ま
ま
保

管
さ
れ
て
い
た
も
の
が
あ
~守

っ
た
の
で
処
理
す
る
こ
と

な
お
現
品
の
受
渡
が
不
便

・
な
も
の
は
、
収
入
役
の
指

示
を
受
け
て
適
当
な
措
置

を
講
守
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
善
処
さ
れ
た
い

凶

施

設

の

管

理

に

つ

い

て

施
設
に
つ
い
て
は
、
治
ゐ

む
ね
良
好
な
管
理
が
注
さ

れ
て
い
た
が
、
雨
も
り
個

所
が
三
浦
出
張
所
一
個
所

鈴
田
出
張
所
に
三
個
所
あ

っ
た
の
で
善
処
さ
れ
た
い

ま
た
、
消
火
器
に
つ
い
て

鈴
田
出
張
所
を
除
き
消
火

液
の
有
効
期
限
が
過
智
て

い
た
の
で
今
後
留
意
さ
れ

た
い
。
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同
関
係
諸
帳
簿
に
つ
い
て

関
係
諸
帳
簿
の
整
理
は

会
治
む
ね
良
好
と
認
め
ら

れ
た
が
、
印
鑑
証
明
事
務

に
つ
い
て
、
当
該
証
明
用

紙
受
払
簿
の
様
式
に
は
、

受
領
及
び
残
数
の
処
理
欄

が
在
〈
、
受
払
が
明
確
で

・
泣
い
が
、
証
明
用
紙
に
は

市
長
公
印
を
捺
し
た
も
の

を
各
出
張
所
長
K
交
付
し

て
ゐ
・
9
、
当
該
証
明
に
つ

い
て
は
事
実
上
、
市
長
が

出
張
所
長
に
代
決
を
命
じ

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ

の
受
払
に
つ
い
て
は
厳
格

を
期
さ
ね
ば
注
ら
な
い
も

の
で
あ
る
。

張所別事務取扱状況

然
し
友
が
ら
表
2
に
示

す
と
告

b
、
取
扱
件
数
に

つ
い
て
も
市
長
公
印
を
各

出
張
所
に
備
え
た
世
帯
異

動
関
係
事
務
と
ほ
と
ん
ど

同
じ
で
あ

b
、
事
務
能
率

む
面
か
ら
も
当
該
証
明
用

市
長
公
印
を
備
え
る
の
が

適
当
と
思
料
さ
れ
る
。

出

.1， 

く38，4.1、38.11.30)

区分
出張所別|三 浦 鈴 田 西大村 竹 松 萱 瀬 福 重 松 原 |

文書牧受件数 190 148 184 141 2ZZ 164 209 

文書発送件数 80 110 175 59 180 24 

出生 13 19 Z5 26 

死亡 1z 75 25 15 1z 20 
戸籍関係諸届

婚 姻 ZZ 18 16 
取次件数

その他 11 13 

計 36 44 199 182 3Z 46 69 

転入 15 40 1 822 483 58 87 

佳民登録関係 転 出 ー 66 1 .896 298 一 一 125 
一 一 一 』← ー 一一一 一

諸屑取次件数 その他 ZO 48 40 17 53 54 

計 35 154 4，HO 8Zl 59 111 266 

転入 87 32 685 483 58 76 
世帯移動届

転出 52 14 340 380 97 101 163 
取次件数

計 22 1.025 866 155 177 250 

畜犬登 録取次件数 ー 一 12 1z 

妊産婦届取次件数 21 30 267 166 23 32 59 

国保被保険者異動取次併数 45 121 370 150 141 160 160 I 

国保葬祭費請求取次件数 20 24 30 11 18 15 

汚物搬出申込件数 { 一 80 120 一

印鑑証明件数 91 ZZ2 33 374 96 164 Z04 

戸籍謄抄本交付取次件数 25 z1 ー 9z 30 32 80 

住本交民付登取録次謄件抄数 20 13 一 130 25 75 80 

3，057.854 3川E師削削川川5刊山川9，8附83 6.320，000 5，153，238 
現金取扱額

1.407.750 支払額 94，83l 1，190，5781 239，465111，598，5981 2.574.556 1.491.1Z1 

〈表 2) 

(注〉 現金取扱額は、出張所長が出納員として牧納した市税その他の牧入及び資金前渡職員とLて支払 ったほう償金等

の額である。



三
月
六
日
よ
b
=
一
月
十
三
日

ま
で
申
込
場
所
市
建
設
課

抽
せ
ん
の
日
時
場
折

教
育
委
員
会
で
は
、
陸
上
競
開
設
日
土
曜
日
、
午
後
二
時

三
月
十
六
日
午
前
九
時

技

協

会

と

共

催

で

、

ス

ポ

ー

ツ

よ

b
五
時
ま
で

大
村
市
役
所

教
室
を
開
設
い
た
し
ま
す
。
対
象
市
内
青
少
年
(
男
女
〉

三

十

一

万

円

な

お

く

わ

し
い

こ

と

は

建

設

受

講

ご

希

望

の

方

は

、

社

会

教

中

、

高

生

も

可

三

十

四

万

円

課

へ

問

い

合

せ
て
く
だ
さ
い
。
育
課

(
T
E
L
2
4
5
7
〉
へ
講
師
に
は
県
陸
協
、
市
陸
協

三

十

七

万

円

無

縁

境

基

を

改

葬

三

月

五

早

ま

で

に

、

治

申

し

込

そ

れ

ぞ

れ

専

門

の

先

生

方

に

、

四
十
万
円

，

み

く

だ

さ

い

。

初

歩

か

ら

指

導

し

て

い

た

だ

き

つ
ぎ
の
墓
地
が
改
葬
さ
れ
ま

四

十

二

万

七

千

七

陸

上

競

技

教

室

ま

す

の

で

、

初

め

て

の

方

で

も

す

の

で

縁

故

者

は

=

一

月

三

十

一

)

百

九

十

一

円

コ

l
ス
行
短
距
離
コ

I
ス
結
構
で
す
。

固

ま

で

に

届

け

出

て

く

だ

さ

い

)

四

十

五

万

四

千

四

位

フ

ィ

ル

ド

ゴ

I
ス
な
お
全
課
程
を
修
了
さ
れ
た

百

五

十

七

円

マ

墓

地

名

願
成
寺
墓
地

ω長
距
離
コ

1
ス
方
に
は
修
了
証
書
を
さ
し
上
け

マ
墓
地
所
在

宮
崎
県
延
岡
市

単

位

時

間

数

ま

す

。

公
募
期
間

新
小
路
二
丁
目
一
五
五
三
の
各
コ

l

ス
共
二
十
時
間

一
同
断
一
伽
一
宮
町
マ
改
葬
先
同
墓

地

一

!

，

J

w

i
f
、
、
、

v
A
、
B
、
ミ
ネ
ラ
ル
を
一

出

出

出

出

一

マ

届

出

先

宮

崎

県

延
岡

市

新

一

酬

率

剛

容

や

州

市

ふ

く

ん

で

い

ま

す

。

M

松

重

原

瀬

第

竹
福
松
萱
瀬
小
路
二
丁
目
一
五
五
三
の
一
一
三
月
に
入
る
と
目
ざ
し
が
オ
ム
レ
ツ
や
、
卵
焼
に
利
用

ー
願
成
寺
住
職
佐
藤
美
陣
一
し
だ
い
に
春
め
き
、
昼
夜
の
し
ま
し
ょ
う
。

時
時

H

M

口
3

地

図

改

定

の

測

…

気

温

に

も

ぐ

っ

と

差

が

つ

き

健

康

管

理

※

三

日

は

耳

の

…

~

~

…

は

じ

め

ま

す

。

日

。

新

入

学

の

子

ど

も

は

一

崎
明
通
信
地
図
を
改
定
す
る
た
め
一
一
昼
と
朝
夕
、
日
な
た
と
日
陰
度
耳
の
検
査
を
し
て
も
ら
い

つ
ぎ
の
地
域
を
三
月
下
句
ご

一一
の
子
ど
も
の
き
も
の
の
調
節
ま
し
ょ
う
。
周
囲
の
も
の
が

ろ
、
測
量
さ
れ
ま
す
。

一

一

…

-
を
ま
め
に
し
、
カ
ゼ
を
引
か
気
づ
か
歩
、
そ
の
ま
ま
ほ
っ

実
施
さ
れ
る
地
域
、
並
松
郷

'

…

.
さ
な
い
よ
う
に
c

て
治
く
と
、
せ
っ
か
く
入
学

の
一
部
。
乾
馬
場
郷
・
諏
訪
…

…

…
食
※
三
月
、
四
月
は
一
年
し
で
も
先
生
の
話
を
さ
き
も

郷
・
武
部
郷
の
一
部
・
松
山
'

日

一
中
で
い
ち
ば
ん
卵
の
安
い
と
ら
し
た

b
し
て
、
勉
強
が
き

郷
・
杭
出
津
郷
・
水
主
町
・

…
き

で

す

。

ら

い

に

な

っ

た

り

す

る

原

因

西
本
町
・
東
本
町
・
玖
島
郷

一一
卵
は
良
質
の
蛋
白
質
、
ピ
タ
に
も
な

b
か
ね
ま
せ
ん
か
ら

の
一
部
・
久
原
郷
の
一
部
。

ー

( 4 ) 

周
回
同
o
s
l
r
a
s
e
開
聞
周
回

o
s
l
r
a
s
e

入
居
者
を
募
集

大村市政だよ

市
で
は
乾
馬
場
団
地
才
二
種

簡
易
耐
火
構
造
平
家
建
公
営
住

宅
四
十
戸
、
県
営
住
宅
二
十
戸

の
入
居
者
を
つ
ぎ
の
要
領
で
公

募
し
ま
す
。

家

賃
公
・
県
営
住
宅
共
二
千
百
六

十
円
入
居
者
資
格

住
宅
困
窮
者
で
つ
ぎ
の
条
件

を
そ
な
え
て
い
る
も
の
。

昭和33年4月zz日第三種郵便物認可

港
計
量
器
の
定
期
検
査
が

蜘
今
年
も
つ
ぎ
の
日
程
で
行

{
疋
な
わ
れ
ま
す
。

hu

こ
の
定
期
検
査
の
対
象

量
に
は
商
屈
な
ど
で
商
取
引

計
に
使
わ
れ
る
計
量
器
は
ほ

と
ん
ど
該
当
し
ま
す
が
、
次
に

該
当
す
る
も
の
は
検
査
を
受
け

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

昭和初年3月1日

ム
対
象
か
ら
外
す
も
の

@
墨
屋
、
ガ
ラ
ス
屋
、
大
工

石
工
、
建
具
屋
、
家
具
屋

和
洋
服
仕
立
屋
、
靴
屋
の

用
い
る
長
さ
計

市
内
に
住
所
ま
た
は
勤

務
場
所
を
有
し
所
定
の

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
扶
養
親
族
数

払
う
能
力
を
有
す
る
も

の。

産な ⑤④  ③ 
課訟のる資級当郵 bか農
へ詳計程料官該便'-"fJ家
間し量度の庁計物 、の
いいにに作へ量等 ま使
合こ用と成ののの す用
せといどに報結試 (し
くはるま利告果し 試て
だ商もる用、がは しい
さ工の場さ統、か はる
い水 合れ計上 b かは

計量器定期検査日程表

地区別 日 程受付時間検査場所

西大村地区 3月11日 10時~3時西大村出張所

12日

13日

14日
16臼
17日

仔)(吋

現
に
同
居
し
、
ま
た
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
あ
る
こ
と
。

U市

入
居
を
希
望
す
る
者
の

年
間
総
収
入
(
同
居
親

族
の
収
入
も
合
算
す
る

)
は
つ
ぎ
の
額
を
超
え

②
風
呂
屋
の
体
重
測
定
用
の

は
か
り

四三二一 O
人人人人人

五
人

た
と
き
は
入
居
資
格
の

対
象
と
左

b
ま
せ
ん
。

年
間
総
収
入
額

〆/

1/ 

1/ 

/

/

/

ア

ノ

ノ

ノ

1/ 竹松地区

福重地 区

松原地区

萱瀬地区

ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
設

三
月
五
日
ま
で
受
付


